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令和 6年度「市民と議会の対話集会」記録 

文教民生委員会 

 

■開催日時  令和６年１１月１４日（水）  

 

■開催場所  ひと・まちテラス １０１a会議室 

 

■懇談先   中津川市立図書館と関わりのあるボランティア団体等 

 

■出席議員  文教民生委員 

        糸魚川伸一（委員長）、牛田敬一（副委員長） 

        鷹見憲三、勝 彰、吉村孝志、黒田ところ、田中愛子 

 

■懇談テーマ 図書館機能の現状と更なる活用について 

～誰でも気軽に集える図書館について～ 

 

■懇談内容  現状の課題と更なる活用につなげるための意見  

 

【現状の良い点をとらえての意見】 

・施設が新しい 

・図書館から小中学校へ調べ学習の本などたくさん配本してもらっている。 

・高校生の利用者が増えた。 

・子どもたちが図書館に関心が持てるような工夫やイベントがたくさんおこなわれている。 

・若いお父さんたちが来やすくなり、利用者の層がかわってきている。 

・地域の公民館図書室などへの配本がおこなわれ、本が動いていて活性化していると実感で

きる。 

・地域の公民館図書室で借りても、ひと・まちテラスの図書館で返却できるし、逆もできる。 

・回覧板で回ってくる図書館のチラシが、思わず開けたくなる工夫があってとても良い。 

・読み聞かせの活動では、著作権の申請とか様々図書館には大変協力してもらっている。 

 

【課題と更なる活用につなげるための意見】 

・レファレンスアンドインフォーメーションの確立と充実、市民への発信力の強化が必要。 

レファレンスサービスの充実は市民に図書館を身近に感じてもらえることに大いにつな

がる。 

・気楽にコミュニケーションできる図書館の雰囲気づくりが大切。 
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・司書はコンシェルジュ的な対応で、市民との双方向のコミュニケーションが必要。 

・新しい施設になってアットホームな雰囲気がなくなった。市民ファースト的な前向きな雰

囲気づくりが必要。 

・図書館と一緒になって市民としても図書館を盛り上げていきたいがさせてもらえない。 

・市内でも、ひと・まちテラスから遠い地域では、新しい図書館に行きにくい。遠い学校の

児童生徒は、たくさんの本の中から借りたい本を選ぶ機会が少ない。移動図書館や図書館

のような形でサービスが来てくれて貸出返却の手続きをする、学校に負担いシステムが出

来たら利用したい。 

・高校生が沢山利用しているのはいいことだが、一般の人や子どもが行きにくい、使いにく

いという声もある。高校生の利用を制限するのではなく、一般の人や子どもたちが入り易

く自由に使える場所があるといい。 

・選書に市民の意見を入れるとか専門書もおいてほしい。 

・図書館から遠い学校から社会見学するのに、バスの手配や、費用負担、申請の手続きがあ

り、もっと利用申請が簡略化すると良い。 

・図書館のホームページや案内のパンフレットが大人向けしかない。子ども向けのホームペ

ージや案内パンフレットがあると、身近に感じることができるようになる。 

・回覧板を見られる人ばかりではない。ホームページを見られない人もいる。発信の媒体は

一つではなく、SNSなども活用してほしい。公式のホームページの更新も遅いので、メン

テナンスをきちんとしてほしい。 

・図書館はゼロ歳から１００歳まで、と言われる場所であり役割があるはず。子どもも高齢

者も学び寛げる場所になっていない。 

・たくさんあるイベントがひと・まちテラスの外からは見えない。通行人にもわかるように

施設の案内を外観にも示してほしい。図書館があることすらわからない。市立図書館だと

いう看板が欲しい。 

・この図書館は行政的な面のにおいがすごく強い。杓子定規な対応が気になる。 

・本来の図書館の在り方というより、賑わいで人が大勢入っていればいいという、ひと・ま

ちテラスの運営とは別なはず。図書館専任で館長が必要。 

・平成２７年度には、図書館だけで２０万人の入館者がいた。 

・１階にも図書展示するなど、ひと・まちテラスの１階から２回の図書館へ誘導できる動線

がない。 

・栗きんとん、栗や機械工業製品など、中津川市の地場産業と図書館が連携する形があって

もいい。 

それに関わる専門書や便覧も置くこと。 

・図書館は過去現在未来につながる情報の要の施設であり、図録や書籍の充実が必要。過去

の街並みや産業の推移、郷土の偉人、文学などの充実が必要。 

・読書困難者は視覚障がい者だけでなく、図書館の利用貸出条件に当てはまれば、どなたで

も音訳図書が利用できる。しかし、音訳図書が中津川市立図書館にあること、視覚障がい

者でなくても読書困難者で貸出条件にあえば利用できることを知っている人が少ない。 



3 

・本来（音訳）は図書館での作業。場所がなくなって、健康福祉会館で点字本作成の作業な

ど行っている。 

・百人一首は、子どもから高齢者まで親しめるものなのですが、和室がなくて、ひと・まち

テラスではできない。 

 


